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(５) 生徒指導の充実

一人一人の子どもが、健やかに成長することができるよう、家庭や地域社会及び関係機関等との
連携を図りながら、心の結びつきを基調として支えるとともに、問題行動・不登校等の未然防止、
早期発見・早期対応に努める。

実 践 事 項 ★は、特に力点を置いて取り組んでいただきたい実践事項

１ 基本的な生活習慣や自己指導能力を育成する協働的な指導体制の充実

・各校の実態に基づき、生徒指導の方針を明確にする。
・生徒指導主任（主事）等を中心とし、チーム学校による組織的・計画的な対応を推進する。
・生徒指導に関する具体的な取組について、定期的に評価・改善を行う。
・研修会等で得られた知識や情報を共有する。

２ 生徒指導の実践上の視点を生かした学習指導と学年・学級経営の充実

・学級を基盤とし、児童生徒一人一人に自己存在感を実感させながら、共感的な人間関係を育
み、自己決定の場を与えて、安全・安心な風土を醸成することにより自己指導能力を育成する。

・個々の児童生徒の特性等を理解し、それに応じた指導方法の工夫や学級の実態に応じた指導体
制の工夫改善により、個に応じた指導の充実を図る。

３ 児童理解・生徒理解に基づいた教育相談の充実

・児童生徒との日常的な触れ合いを基盤にし、信頼関係を深める。
・日頃のきめ細かい観察と学年担当、教科担任、部活動等の顧問等による複眼的な広い視野及び
調査データ等による客観的視点からの児童生徒理解に努める。
★児童生徒の個別性・多様性・複雑性に対応した学校全体で取り組む教育相談を充実させる。
・学校内外の連携に基づくチームとしての教育相談を推進する。

４ 児童生徒が主体となるいじめ防止活動の推進と組織的な対応の徹底

・いじめの未然防止に向けた児童生徒の自主的、自治的な取組を推進する。
・「いじめ防止対策推進法」に基づくいじめの定義や「学校いじめ対策組織」の存在等について、
教職員や児童生徒、保護者の共通理解を促す。

・ハートフルリーダー等を中心とした「学校いじめ対策組織」において、いじめの積極的な認知
と適切な対応を推進する。

・未然防止の視点に立ち、いじめの問題（疑いやいじめに該当しないと判断された事案含む）に
関する情報を収集・整理・記録し共有する。

・いじめ解消の二条件を満たしているかどうかを確認し、日常的な見守りを継続する。

※いじめ解消の二条件
①被害者に対する心理的又は物理的な影響を与えている行為が止んでいる状態が相当の期間（３
か月が目安）継続している。

②被害者が心身の苦痛を受けていない。（本人や保護者の面談等で心身の苦痛を感じていないかど
うか確認する。）

５ 不登校の予防及び不登校児童生徒の社会的自立を目指した支援の充実

・不登校の未然防止に向け、全ての児童生徒が安心して生活し活躍できる場面がある「魅力あ
る学校づくり」を推進する。

・不登校傾向が見られる児童生徒に対して、適切な実態把握に基づいた支援をする。
・不登校の状態にある児童生徒や保護者に対して、学校、家庭、ＳＣ、ＳＳＷ、関係機関などの
役割を明確にし、将来を見据えた適切かつ計画的な支援を推進する。

・中学校区の小・中学校間における不登校及び不登校の傾向が見られる児童生徒に関する情報及
び効果的な支援方法を共有する。

※ＳＣ･･････スクールカウンセラー
※ＳＳＷ････スクールソーシャルワーカー


